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  よつ葉生活協同組合 40 周年―前進する糧を求めて―③ 

よつ葉だより発刊 
 
 1989年 12月によつ葉だよりの 1号をスタートさせました。 

設立 7 年を迎え、よつ葉会の弱点を克服するために情報機関誌の

発行刊に踏み切りました。一言でいうと足元を見る余裕がなかっ

たということです。 

 生協という開かれた組合員組織でありながら、組合員の声を聞

く、組合員に伝えることが不足していました。設立当初によくあ

る傾向として個人の力量や能力に依存して、仕事や全てのことが

個人に集中してしまい、組合員のことを含めて、心配り、気配り

ができなかったのです。 

 考えついた者が実行するとはいえ、人手不足で毎月 1回、B５版

８頁を出すのは大変なことで、1 週間遅れることもあったそうで

す。手書きで印刷も自前でした。常務理事の出居慎市さんが一人

で作ったそうです。（後に専務理事になり、2010 年に退任しまし

た。その後、ご病気でお亡くなりになりました） 

 1990年 2月号の編集後記には、 

『人がいません！人が！！配達する人、商品を集める人、セット

する人、（編集に参加してくれる人）、生協よつ葉会の伸びに比し

て人が足りません！』組合員も 4,000名になっていました。 

 今もバタバタしていますが、当時の未経験でのバタバタはレベ

ルが違っていたと思います。小さいからと言って仕事の種類や内

容が少ないわけではなく、一人で何役をこなしながら日々を乗り

切っていたことが想像されます。    

 当時の本部事務所はよつ葉会設立発起人の橋本さんの工場の一

部をお借りしていました。もともと狭く、事業を続けることが困

難になり、新しい本部センターの建設に踏み切り、1992 年 10 月

に現在の本部のある小山市粟宮に移転しました。組合員が増えて

いるとはいえ、累積赤字の解消には至っておらず、銀行との信用

取引も軌道に乗っていない中で、役員個人の尽力に負うことが大

きく、乗り切るためには公私の総力を挙げての結集が必要でした。 

 よつ葉だよりを発行する意味、意義はすぐ結果が出るわけでは

ありませんが、組合員の反応が感じられるようになり、情報を発

信する側も、一方的だという反省や組合員の声に応えようとする

ことで、内容にも変化が出てきました。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

生協も世の中の変化、流れの中で組合員の意識も変化し、食材

1つ取っても、冷凍総菜がここまで増えるとは 40年前は思いつか

なかったことでしょう。手づくりが主だった中へ、冷凍総菜の普

及により生協でも安全な冷凍総菜の開発と商品化が進みました。 

手作り派、簡便派の考えと現状を伝えることで、組合員からの声

を、キャッチボールを続けるのはなかなか難しいです。 

 今もその悩みを抱えながら、毎週毎週発行を続けていますが、

当時、すべてが不足していた時に、生協らしさを頑張って出そう、

組合員と共に歩いて行こうとよつ葉だよりを発刊したことは、設

立時の強い思いを形にしたといえます。 

 よつ葉だよりをこの 40年間、印刷屋が休みの連休を除いて休ま

ずに発行できたのは、発行することの思い、楽しさを組合員と共

に分かち合いたいということを継承しています。1 号発行は勇気

のいることでした。              （会長 冨居） 

リレーコラム：いつだって繋がってるよ、よつ葉のわ！繋ごう心のきずな～ 

足利地区の椎名さんからバトンを受け取りました。 

我が家の近くに「大坊山」という山がある。その中腹に展望広場がある。土日には

山を登る人の車が 20〜30 台駐車している時もある。そこにテーブルと椅子があり、

お休みどころになっている。そこでトランペットやギターなどを演奏したり歌った

り、それを聞いている人も居て、語らったりしている。若葉が柔らかく風にそよぎ、

思わずほほえんでしまう光景だ！「平和ならこそのひとコマだな」と思う。ウクライ

ナの人々もこんな日常を過ごしていたことだろう。世界から武器が無くなる日は来な

いのだろうか？いや、武器が無くなるその日が遠くても！その日を願い、諦めずに考

え語り合っていきたい。                  足利地区 岩田和子 
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オーガニックフードマイスター、調理師 発酵食品を使ったおやつ

“日々のお菓子”製造、助産院でのごはん作り等でも活動中！ 

＜理事 薄井史子  よつ葉サークル「なす子育ちの会」代表＞ 

 

子どもの居場所「おひさま」報告 

 貧困やひとり親など困難を抱える家庭とこどもたちを支援するために、NPO法人子どもの育ちを

支える会さくらネット小山が、小山市の委託を受けて運営しています。よつ葉生協は地域貢献の

一環として、定期的な食材支援とボランティアで協力しています。 

 

日時：2022年 4月 27日（水）16：00～18：00 

おひさま子どもクッキング（保護者と子どもを対象とした夕食会）各家庭へお弁当支援 

メニュー：三食丼、しじみ汁、きんぴら、ミニトマト 

参加者：1名、スタッフ 3名、よつ葉 2名  合計 6名 

 

今週も 10 代の男子が参加してくれました。今日はおひさままでバスで来ましたとのこと。い

つも穏やかに話しをしてくれます。今日はある程度準備が出来ていたので、お弁当の盛り付けや

洗い物をしてもらいました。 

配達を予定していた家庭に留守宅が多く、家族の多い家庭へ変更して３家庭１１食をおひさま

スタッフが届けました。                   （よつ葉生協理事 山本智恵） 

 

 

八方酢と母の味（またはみりん）と醤油こうじとなたね油

（またはごま油）を 1:1:1:1 に塩胡椒（少々）。比率を 1対 1と簡単に 

しているので、なくなると子ども達が作ってくれます。 （宇都宮 渡辺さん） 

 




